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研究成果の概要（和文）：「暮らしているだけで健康になる」環境重視の「ゼロ次予防」に向けて、人工の建造
環境と健康・Well-beingとの関連とメカニズムの理論的実証的な解明を目的とした。そのために、①文献に基づ
く建造環境からWBに至る理論仮説モデルを作成、約70市町村の延べ75万人の高齢者大規模縦断データを活用した
②建造環境とWBとの関連の検証，③建造環境からWBに至るメカニズムの解明、④2022年度に追跡調査を行い，建
造環境の変化によるWB関連要因の変化を多面的な評価を実施した。その結果、日本の最上位の健康施策である
「健康日本21（第三次）」にもりこまれた「自然に健康になる環境」の科学的根拠を示した。

研究成果の概要（英文）：Toward environment-oriented "Primordial prevention," in which people become 
healthy simply by living in their community, we aimed to theoretically and empirically elucidate the
 relationship and mechanisms between the artificial built environment and health and well-being(WB).
 
We have (1) developd a theoretical hypothetical model from the built environment to WB based on 
literature, (2) verified the relationship between the built environment and WB using large-scale 
longitudinal data of a total of 750,000 older people in about 70 municipalities, (3) clarified the 
mechanism from the built environment to WB, and (4) conducted a follow-up survey in FY2022 to 
investigate the relationship between WB and the built environment and the change in WB-related 
factors due to changes in the built environment. As a result, we presented the scientific basis for 
the "naturally healthy environment" included in Japan's top-level health policy, "Healthy Japan 21 
(Tertiary).

研究分野： 社会疫学

キーワード： 建造環境　Well-being（幸福・健康）　ゼロ次予防　ソーシャル・キャピタル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
建造環境とそこに暮らす個人のWell-beingの関連を実証することに加え、建造環境がwell-beingに影響をもたら
すメカニズムを明示することは、健康日本21（第三次）に「自然に健康になる環境」を盛り込むことに貢献でき
た。
2024年度から新たに始まる健康日本21（第三次）においても、ソーシャル・キャピタル醸成が求められるが、そ
の基盤として、建造環境を整備することの重要性と科学的根拠を提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 「原因の原因」へのアプローチを重視する「ゼロ次予防」の概念が注目されており、「暮らし
ているだけで健康になるまちづくり」に向けた科学的根拠が求められている。本研究の中核をな
す JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study，日本老年学的評価研究）は、約 70 市町
村の延べ 75 万人の高齢者大規模縦断研究であり、まちの歩きやすさや人が集う場所の配置など
人工の建造環境と Well-being（WB）に関する多くの変数を含み、個票データを用いた縦断的な
分析ができるという強みと政策に寄与した実績をもつ。本研究では、建造環境と WB の関連や
そのメカニズムを解明し、「暮らしているだけで健康になるまちづくり」に向けた新たな知見を
引き出したいと考えていた。 
 
２．研究の目的 
「暮らしているだけで健康になる」環境重視の「ゼロ次予防」の社会実装に向けて、建造環境

と WB との関連とそのメカニズムの理論的実証的な解明を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、①文献に基づき建造環境から WB に至る理論仮説モデルを作成した。次
に、既存の約 70 市町村の延べ 75 万人の高齢者大規模縦断データを活用し、②建造環境と WB
との関連の検証、③心理的評価など主観データと社会関係，活動量などの客観データを併用し、
建造環境から WB に至るメカニズムの検証を行った。最後に、④2022 年度に追跡調査を行い、
建造環境の変化による WB 関連要因の変化を多面的に評価した。 
 
４．研究成果 
 研究期間中に、学術論文 33 件（査読付 31 件）、学会発表 41 件を実施した。まず、①の文献に
基づく建造環境から WB に至る理論仮説（図 1）を整備した。整備した理論仮説は、後に示す②
～④の検証をふまえ、建造環境は、地域全体のソーシャル・キャピタルを醸成し、個人の行動変
容することで、WB に至るという形でまとめた（井手、近藤ら，2023）。 
 

 
図 1：建造環境から WB に至る理論仮説 

 
 ②～④の分析に使用するデータに関しては、分析に向けた既存データ（2019 年エンドポイン
ト）の整備と建造環境と WB 項目を含む調査票を用いた 2022 年度の大規模調査（75 市町村約 35
万人）を実施した。その上で、2022 年度エンドポイントとしたデータを整備し、分析に活用し
た。②～④の分析のうち、主要なもの（Mori Y,2022; Chen Y, 2022; Mori Y, 2023）を中心に
以下にまとめる。 
 Mori 論文（2022）では、2013・2016 年の 2時点の JAGES 調査を用い、2013 年時点でフレイル



状態でない高齢者（38,289 人）を対象とし、地域環境とフレイル発症の関連について分析した。
3年間の追跡でフレイル発症を 2,740 人(7.1%)認めた。徒歩圏の地域環境では、8種類全ての地
域環境（①落書きやごみ放置、②交通事故、③夜の一人歩きが危険、④坂や段差、⑤公園や歩道、
⑥魅力的な景色、⑦生鮮食料品、⑧気軽に立ち寄れる施設）が良好だとフレイル発症リスクが低
くなっていた。 
 Chen 論文（2022）では、2013・2016 年の 2時点の JAGES 調査を用い、2013 年時点でうつ状態
でない高齢者（24,141 人）を対象とし、居住地周辺（半径 800m 以内）の交差点密度と道路の接
続性とうつ発症の関連について分析した。交差点密度は１km2 あたりの交差点数（3 つ以上の道
路が交差する点）とし、道路の接続性は、グラフ理論を用いて数学的に計算するスペースシンタ
ックス理論により計算した。3 年間の追跡でうつ発症を 2,292 人(7.5%)に認めた。分析の結果、
3 年後にうつを発症するオッズ比(95%信頼区間)は、交差点密度、道路接続性が低い地域に住む
高齢者に比べ、高い地域に住む高齢者でそれぞれ 0.83(0.72–0.96)、0.86(0.75–0.97)となって
いた。 
 Mori 論文（2022）では、2013・2016 年の 2時点の JAGES 調査を用い、2013 年時点でフレイル
状態でない高齢者（38,289 人）を対象とし、地域環境とフレイル発症の関連と歩行時間、抑う
つ症状、近隣・友人からの社会的サポートが媒介要因となるかを検証した。3年間の追跡でフレ
イル発症を 2,232 人(6.7%)に認めた。各建造環境とフレイルを媒介する要因として、公園や歩道
（歩行時間：5.9％、抑うつ症状：22.9％、社会的サポート：5.9％）、生鮮食料品店（抑うつ症
状：31.9％、社会的サポート： 4.0％）、坂や段差（抑うつ症状：20.6％）、気軽に立ち寄れる家
や施設（歩行時間：4.0％、抑うつ症状: 28.0％、社会的サポート：10.4％）、魅力的な景色や建
物（歩行時間: 7.8%、抑うつ症状: 42.1%、社会的サポート: 12.0%)であった。 
 上記の論文を含む本研究の知見により、建造環境とそこに暮らす個人の Well-being の関連を
実証し、建造環境が well-being に影響をもたらすメカニズムを明示でき、健康日本 21（第三次）
に「自然に健康になる環境」を盛り込むことに貢献した。2024 年度から新たに始まる健康日本
21（第三次）においても、ソーシャル・キャピタル醸成が求められるが、その基盤として、建造
環境を整備することの重要性と科学的根拠を提供できた。 
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